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日

月 六 年 七 和 昭

飛
騨
笠
ケ
岳

小

島

鳥

水

日
本
ア
ル
プ
ス
探
検
時
代
に
於
て
、
未

だ
い
く
ら
も
、
山
が
登
ら
れ
て
な
か
つ
た

と
き
に
、
笠
ケ
岳
は
．

一
般
に
火
山
と
信

ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
、
そ
れ
は
農
商
務
省
地
質

調
査
所
曇
行
の
、
大
日
本
帝
國
地
質
固
説

明
書
（明
治
二
十
二
年
版
）
飛
騨
高
原
火
山

の
部
に
、
笠
ケ
岳
を
入
れ
て
あ
る
し
、
有

名
な
る
志
賀
重
昂
氏
の

「
日
本
風
景
論
」

（初
版
明
治
二
十
七
年
）
に
は
、
焼
嶽
、
笠

嶽
ゝ
硫
黄
嶽
を
、
三
つ
並
べ
て

「
信
濃
南

安
曇
郡
よ
り
、
飛
騨
吉
城
郡
に
跨
る
、
三

嶽
相
連
績
し
て

一
大
山
塊
を
な
す
」
と
い

ひ
、「
三
嶽
皆
な
安
山
岩
よ
り
組
成
す
。
共

に
回
錐
健
に
し
て
、各
々
薔
人
口
を
存
す
」

と
説
い
て
あ
る
、
営
時
に
「飛
騨
山
脈
」
な

る
稗
呼
す
ら
も
未
だ
普
及
し
て
ゐ
な
か
つ

た
ら
し
く
、
志
賀
氏
の
如
き
は
、
飛
騨
山

脈
と
い
ふ
稗
呼
を
、

一
切
用
ゐ
な
い
で
、

こ
の
山
脈
を
、
立
山
火
山
脈
と
汎
稗
越
ら

れ
た
、
そ
れ
は
立
山
、
御
嶽
、
乗
鞍
は
素

よ
り
の
こ
と
、
笠
ケ
岳
か
ら
薬
師
岳
、
五

龍
（後
立
山
）
、
鹿
島
鑓
ケ
嶽
を
、
皆
火
山

と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
、
薬
師
嶽
に

は
「
甚
だ
齊
整
せ
る
奮
火
口
あ
り
」
と
記
さ

れ
て
ゐ
る
、
こ
れ
は
今
日
の
所
謂
カ
ア
ル

を
、
遠
方
か
ら
奮
人
口
と
誤
認
し
た
も
の

と
見
え
る
。

笠
ケ
岳
の
最
初
の
登
山
記
は
、
私
の
知

つ
て
あ
る
限
り
に
於
て
、
ウ
エ
ス
ト
ン
の

紀
行
を
第

一
と
す
る
が
、
そ
れ
に
次
い
で

は
、
林
並
木
氏
が
「山
岳
」
第

一
年
第
二
琥

（明
治
三
十
九
年
）
に
載
せ
た
の
が
第
二
で

あ
ら
う
と
思
ふ
、
私
が
同
山
に
登
つ
た
の

は
、
ズ
ン
と
後
の
話
で
、
大
正
三
年
八
月
ゝ

双
六
谷
を
湖
つ
て
、
双
六
岳
に
出
で
、
尾

根
博
ひ
に
笠
ケ
岳
へ
出
た
が
、
笠
ケ
岳
も
、

槍
、
穂
高
と
同
じ
く
．
岩
脈
で
、
絶
頂
で

拾
つ
た
岩
片
は
、
美
事
な
流
状
の
構
造
を

有
し
て
ゐ
る
流
紋
岩
で
あ
つ
た
、
そ
れ
も

火
山
の

一
種
で
あ
ら
う
が
、
普
通
に
活
火

山
と
か
、
休
火
山
と
か
い
ふ
意
味
に
於
て

の
、
火
山
と
は
違
ふ
よ
う
だ
ｏ

併
し
私
が
、
笠
ケ
岳
を
こ
ゝ
に
持
ち
出

し
た
の
は
．
火
山
、
非
火
山
の
辮
を
、
逃

べ
る
つ
も
り
で
は
な
い
、
賓
は
槍
ケ
岳
の

最
初
の
登
山
者
な
る
播
隆
上
人
が

「
飛
州

た
か
や
ま

高
山
の
東
北
ｂ
岩
井
戸
村
の
山
奥
な
る
烏

帽
子
ケ
岳
に
登
り
て
、
修
行
Ｌ
、
恙
な
く

滞
願
を
絡
へ
、
そ
れ
よ
り
同
國
盾
ケ
岳
に

登
り
云
々
」
と
言
は
れ
た
由
を
、
或
本
に

た

て

書
い
て
あ
つ
た
が
．
盾
ケ
岳
と
は
、
何
庭

の
山
だ
ら
う
と
、多
年
疑
つ
て
ゐ
た
の
が
、

此
頃
漸
く
解
つ
た
こ
と
を
言
ひ
すこ
い
の
で

あ
る
、
長
く
な
る
か
ら
結
果
だ
け
を
話
ず

と
。
笠
ケ
岳
は
、
山
麓
で
カ
タ
ケ
岳
と
訛

つ
て
言
つ
て
ゐ
る
、
カ
タ
は
印
ち
肩
で
、

か
た

播
隆
上
人
が
親
し
く
肩
ケ
岳
と
書
か
れ
た

た
て

の
を
、
或
書
に
盾
ケ
岳
と
誤
篤
、
も
し
く

は
誤
植
し
た
の
で
あ
つ
た
、
或
は
肩
ケ
岳

が
正
名
で
、
笠
ケ
岳
の
方
が
訛
つ
て
、
今

で
は
そ
れ
が
、

一
般
の
通
稀
と
な
つ
た
と

い
ふ
よ
う
な
説
を
、
誰
や
ら
か
ら
聞
い
た

か
と
思
つ
た
が
、
確
か
で
な
い
、
冠
松
次

郎
氏
の
著
書

「
双
六
谷
」
に
も
、
「
笠
ケ
岳

は
．
肩
ケ
岳
と
い
ふ
別
名
が
あ
る
、
そ
の

山
厳
を
近
く
眺
む
る
と
き
は
、笠
よ
り
も
、

寧
ろ
肩
の
形
に
よ
く
似
て
ゐ
る
、
こ
の
名

は
、
恐
ら
く
山
麓
の
人
すこ
ち
が
、
そ
の
角

に
つ
け
た
の
だ
と
思
は
れ
る
、
然
Ｌ
今
日

で
は
ヽ
肩
ケ
岳
の
名
を
用
ふ
る
も
の
は
、
殆

ど
な
い
や
う
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
ゐ
る
ｏ

序
手
に
、
播
隆
の
笠
ケ
岳
登
山
は
．
今

で
は
確
説
で
、

一
鮎
の
疑
ひ
は
な
い
が
、

併
し
笠
ケ
岳
の
第

一
登
山
者
は
、
天
明
三

年
六
月
十
八
日
、
飛
騨
國
宗
献
寺
の
南
裔

和
衛
等
の
ｂ　
一
行
で
あ
つ
た
こ
と
も
、
附

記
し
て
置
き
た
い
ｏ

ア
フ
リ
カ
の
天
然

に
開
す
る
文
献
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代
　
　
準

近
来
吾
人
山
晃
仲
間
に
、
今
更
ア
ル
プ

ス
・
ロ
ツ
キ
ー
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ア
ン
デ
ス

で
も
あ
る
よ
い
、
何
か
グ
ロ
掛
つ
た
所
も

が
な
と
云
ふ
様
な
氣
分
が
あ
つ
て
、
支
那

の
奥
地

・
中
央
ア
ジ
ヤ
・
ア
フ
リ
カ‐
等

に
目
を
つ
け
る
連
中
が
ポ
ツ
ノ
ヽ
あ
る
様

だ
、
昨
年
の
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
フ
リ
カ
探
検

に
は
、
日
本
か
ら
も
學
者
や
新
聞
記
者
が

参
加
し
た
様
に
聞
い
て
居
る
し
，
最
近
吉

田
博
蓋
伯
著
の

「
高
山
の
美
を
語
る
」・‐（
昭

和
六
年

六
月
十
四
日
賞
業
之
日
本
就
曇

行
）
を
見
る
と
、共
序
の
所
に
同
氏
は
既
に

ァ
ル
プ
ス
・
ロ
ツ
キ
ー
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
迄
も

出
掛
け
て
行
つ
た
か
ら
、「
此
次
に
は
是
非

ア
フ
リ
カ
の
高
山
を
篤
生
に
出
掛
け
た
い

と
目
論
ん
で
ゐ
る
」
と
云
ふ
て
居
ら
れ
る
。

吾
々
日
本
人
が
赤
毛
布
式
で
な
く
。
あ

ま
り
日
本
人
の
行
か
り
地
方
に
進
ん
で
族

行
す
る
事
は
、誠
に
結
構
な
事
で
あ
つ
て
、

そ
れ
が
事
業
商
業
を
目
的
と
し
よ
う
と
、

學
術
研
究
ス
は
単
な
る
物
見
遊
山
ス
ポ
ー

ツ
等
を
目
的
と
し
よ
う
と
、
吾
人
の
知
見

を
廣
め
進
取
曇
展
の
氣
風
を
養
ふ
識
に
於

て
、
盆
々
奨
勘
し
て
よ
い
事
で
あ
る
と
思

ふ
、
然
し
事
前
に
其
目
的
地
に
開
し
十
分

な
る
豫
備
知
識
を
得
て
置
く
事
が
甚
だ
必

要
で
あ
つ
て
、
其
巧
拙
は
大
に
旅
行
の
効

果
に
影
響
す
る
も
り
で
あ
る
こ
と
は
ｂ
人

の
皆
ょ
く
知
つ
て
居
る
所
で
あ
る
。

自
分
は
昨
夏
新
聞
記
事
に
表
れ
た
ア
フ

リ
カ
探
検
の
記
事
や
嘉
一員
を
見
て
、
何
と

な
く
物
足
ら
ぬ
様
に
感
じ
、
ス
最
近
昭
和

六
年
七
月
五
日
野
球
界
祗
曇
行
の

「山
岳

篤
具
大
観
」
の
一
六
七
頁
に
あ
る
、「
世
界

の
高
山
と
共
開
曇
ロ
マ
ン
ス
」
と
題
す
る
、

同
走
編
韓
局
調
査
の
記
事
の

・、
ア
フ
リ
カ

一
の
部
を
見
アこ
が
、
そ
れ
に
は
キ
リ
マ
ン
ジ

一
ヤ
ロ
と
ケ
ニ
ヤ
と
ル
ヴ
エ
ン
グ
リ
が
拳
げ

一
て
あ
り
、
ル
プ
エ
ン
グ
リ
に
開
し
て
は
「山

一
を
完
全
に
踏
破
し
た
記
録
は

・
ま
だ
博
は
ら

．
ぬ
」
と
し
て
あ
る
の
を
見
て
、
吾
々
仲
間

に
ア
フ
リ
カ
の
天
然
に
開
す
る
文
献
を
紹

介
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ら
う
か
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

前
記
山
を
完
全
に
踏
残
す
る
と
云
ふ
、

其
完
全
と
云
ふ
意
味
の
取
り
様
に
も
よ
る

が
、
ル
プ
エ
ン
グ
リ
に
開
し
て
は
伊
大
利

の

∪

口
″
Ｏ

Ｏ
喘

＞

げ
日

Ｎ
Ｎ
中

の

探

槍

を

『
・
簾

コ
】ぼ
ｕ
【氏
が
一九
〇
九
年
に
”
●
■
ｏ●
Ｎｏ
■

”
●
・＞
・ｏｏＯ
ロ
ロ
”
０
喘
絆ｒ
ｏ　
一問
Ｘ
Ｏ
①Ｏ
【Ｌ
Ｏ
●
０
詭

口
・
”
ｏ
目
・
り
Ｌ
●
ｏｏ
Ｆ
Ｌ
”
【
＞
・ヨ
一の働
００
０
」

∽
”く
ｏ
Ｆ
∪
“
″
ｏ
ｏ
喘
＞
げ
〓
ＮＮ【
（
英
課
の
書

名
）
と
云
ふ
書
物
と
し
て
獲
表
し
て
居
り
、

可
な
り
完
全
な
記
事
が
載
せ
て
あ
つ
て
ゃ

其
パ
ノ
ラ
マ
窮
員
の
如
き
は
賞
に
見
事
な

も
の
で
あ
る
。
之
れ
は
ほ
ん
の

一
例
で
あ

る
が
、
ア
フ
リ
カ
の
登
山
を
決
行
す
る
に

際
し
。
豫
備
知
識
を
得
る
に
如
何
な
る
文

献
が
あ
る
か
を
知
る
事
が
困
難
で
あ
る
機

に
思
へ
る
。
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其
中
に
収
録
Ｌ
て
御
座
い
ま
す
事
項
の
す

べ
て
は
、
毎
月
會
報
を
御
覧
に
な
れ
ば
御

剣
り
に
な
る
こ
と
で
す
が
、
時
折
固
書
室

の
開
室
時
日
を
間
違
え
て
来
ら
れ
る
方
が

あ
つ
た
り
、
或
は
含
費
排
込
期
日
を
忘
れ

て
了
つ
た
り
共
他
思
ひ
違
ひ
を
さ
れ
る
場

合
が
御
座
い
ま
す
の
で
、
こ
ん
な
小
さ
な

メ
モ
を
作
つ
て
み
ま
し
た
次
第
で
す
。

こ
れ
を
常
に
ポ
ケ
ツ
ト
に
越
ら
れ
、
時

折
御
注
意
下
さ
い
ま
し
た
な
ら
、
前
逃
の

や
う
な
御
間
違
ひ
も
起
ら
ず
、
至
極
御
便

利
で
あ
ら
う
と
信
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

メ

モ
訂

正

固
書
室
開
室
日
―

二
段
目
書
間
、
火

木
土
は
火
木
上
日
と
御
訂
正
下
さ
い
。

含

報

係

固

書

紹

介

陸
地
測
量
部
新
刊
地
国
目
録

五
萬
分

一
地
形
固
　
修
正

真
壁
（水
戸
十
五
琥
）
東
京
東
南
部
（東

京
三
琥
）
五
日
市

（
東
京
十
四
鍍
）

五
萬
分

一
地
形
固
　
鐵
道
補
入

清
水

（語
岡
十
琥
）
岩
村

（
飯
田
十
二

琥
）
大
田

（飯
田
十
六
琥
）

五
萬
分

一
地
形
固
　
修
正

清
道

（
大
耶
七
琥
）
江
西

（
平
壌
十

一

琥
）
三
防

（
元
山
十
二
琥
）

昭
和
七
年
五
月
二
十
日

吾
妻

・
磐
梯

・
〓
色

・
沼
尻
　
一鵬
島
山

岳
ス
キ
ー
倶
業
部
編

廣
範
国
に
互
る
山
岳
を

一
人
の
著
者
が

ま
と
め
や
う
と
す
る
時
は
共
庭
に
ど
う
し

て
も
無
理
が
起
る
。
特
定
の
山
を
各
々
精

通
し
た
方
面
だ
け
を
分
携
し
て
編
纂
し
た

も
の
は
ガ
イ
ド
プ
ソ
タ
の
理
想
と
す
る
と

こ
ろ
だ
。

こ
の
本
は
表
題
の
示
す
範
圏
を
十
数
人

の
人
が
筆
を
執
り
、
内
容
は
研
究
・紀
行
・

随
筆
に
分
れ
て
ゐ
る
。
五
色

・
沼
尻
の
ス

キ
ー
場
が
大
衆
の
知
る
以
外
、
此
等
の
山

岳
の
獨
立
し
た
案
内
書
が
な
い
折
か
ら
、

此
の
螢
行
を
喜
び
た
い
。
多
数
の
篤
員
と

概
念
日
の
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
深
切
な

編
輯
と
思
ふ
。

六
年
十
二
月
破
行
　
東
京
紳
田
錦
町

一

ノ
ニ
伸
好
堂
書
店
　
四
六
版
二
四
〇
頁

一
回
四
〇
錢
　
　
　
　
　
（Ｙ
ｏＴ
）

氷
河
と
高
年
雪
の
山
　
小
島
烏
水
氏
著

日
本
ア
ル
プ
ス
四
巷
の
出
現
以
来
、
久

し
い
待
望
の
本
が
出
た
。
水
河
の
ク
レ
ツ

プ
ア
ス
を
想
は
せ
る
淡
青
色
に
銀
で
表
し

た
ピ
ツ
ケ
ル
と
ザ
イ
ル
の
同
案
化
し
た
装

釘
が
先
す
眼
を
ひ
く
ｏ
内
容
は

「
米
国
の

山
岳
水
河
」
に
初
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
東
海

岸
の
山
岳
の
紀
行
ぅ
研
究
あ
り
Ｄ
日
本
の

山
岳
に
開
す
る
項
も
砂
か
ら
ず
収
載
さ
れ

て
ゐ
る
。
即
日
本
ア
″
プ
ス
縦
横
、
槍
ケ

岳
の
昔
話
、
日
本
ア
ル
プ
ス
風
景
ｂ
日
本

ア
ル
プ
ス
雲
蝕
地
形
論
、
不
恭
の
高
根
―

共
他

同
版
四
色
版
二
葉
、
窮
員
三
七
葉

六
月
曇
行
ゝ
梓
書
房
、
四
六
版
　
四
三

〇
頁
　
二
園
七
〇
錢
　
　
（
Ｙ
・Ｔ
）

ホ
會
駒
に
友
を
た
づ
ね
て
　
大
阪
工
業

大
學
學
友
會
山
岳
部
曇
行

昨
秋
は
穂
高
に
、
木
↑
駒
に
遭
難
が
引

つ
ゞ
い
て
起
つ
た
。新
雪
の
降
る
頃
と
て
、

捜
索
に
非
常
な
困
難
を
件
つ
た
事
は
新
聞

紙
上
並
に
、
捜
索
除
よ
り
の
報
告
に
よ
つ

て
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
本
書
は
昨
秋
十
二
月

二
日
本
曾
駒
に
登
つ
た
ま
ゝ
湾
息
を
絶
つ

た
右
山
岳
部
員
井
戸
度
正
、
中
川
定
治
雨

氏
の
捜
索
報
告
で
あ
る
。
項
上
の
小
屋
よ

り
三
の
澤
岳
に
向
つ
た
も
の
か
、
南
駒
へ

行
つ
た
も
の
か
全
く
不
明
に
て
遂
に
死
器

は
今
日
ま
で
悲
し
く
も
曇
見
越
ら
れ
な
か

つ
た
。

右
遭
難
に
封
す
る
技
索
記
録
、
結
尾
、

學
内
に
於
け
る
動
静
、
追
憶
あ
り
、
営
時

の
事
情
を
詳
し
く
簿
べ
て
ゐ
る
。
捜
索
隊

の
歩
い
た
コ
ー
ス
を
地
間
に
現
し
て
ゐ
る

事
及
び

下
切
の
費
用
を
明
細
に
曇
表
し
て

ゐ
る
こ
と
は
参
考
に
な
る
。
（捜
索
期
間
は

十
日
間
、費
用
合
計

一
一
四
三
回
九

一
錢
）

四
月
十
日
曇
行
　
菊
版
四
五
頁
　
地
固

一
枚
　
篤
員
九
葉
　
非
賣
品

（Ｙ
ｏＴ
）

開
西
岳
聯
報
告
第
二
競

開
西
學
生
山
岳
聯
盟
報
告
第
二
琥

（
一

九
三
二
年
度
）
が
近
日
中
に
曇
刊
せ
ら
る

る
由
、
そ
の
内
容
は

△
立
山
、
自
山
附
近

二
月
。
大
白
尾
根
よ
り
餌
岳

（
同
志
走
）

杉
本
見
島
雨
代
其
他
、
冬
と
春
と
の
自
山

行

（
同
志
走
）
榎
本
下
岡
雨
氏
、
二
月
の

能
郷
自
山

（
岐
阜
高
農
）
庄
司
柴
田
雨
氏

△
後
立
山
附
近

カ
ク
ネ
里
登
攀

（京
大
）
干
吉
氏
、
そ
の

鹿
席
槍

（
甲
南
）
田
口
氏
、
唐
松
澤
よ
り

一牛
首
岳

（
甲
南
）
松
野
氏
、
ヒ
ツ
タ
ク
澤

一よ
り
の
五
龍
岳

（開
大
）
西
島
氏
。

一　
△
北
ア
ル
プ
ス
南
部

一錫
杖
岳
、
東
尾
根

（
紳
商
大
）
富
川
氏
、

一北
穂
飛
騨
側

（
甲
南
）
伊
藤
氏
ｂ
穂
高
瀧

一澤

（
東
讐
大
）
谷
氏
、

一
月
の
前
穂

（
甲

一南
）
笹
岡
氏
。

一一　
△
南
及
中
央
ア
ル
プ
ス
附
近

秋
の
木
曾
駒

（
三
高
）
大
橋
氏
、
二
月
の

南
ア
ル
プ
ス

（
開
学
）
堀
井
氏
、
四
月
の

南
ア
ル
プ
ス

（
同
志
走
）
見
島
氏
、
冬
の

八
ケ
岳

（
大
帝
大
）
小
林
氏
、
北
岳
バ
ツ

ト
レ
ス
登
攀

（
岐
阜
高
農
）
勝
二
氏
。

・

△
研
　
究

富
士
山
大
澤
口
冬
期
登
山
報
告

（
京
大
）

一遠
山
氏
、
富
士
山
吉
田
口
冬
期
登
山
報
告

．
（
紳
商
大
）
田
中
氏
。

右
の
他
聯
盟
ノ
ー
ト
、
挿
固
、
篤
員
二

十
数
葉
、
六
月
二
十
日
曇
行
の
豫
定
Ｄ
頒

債
金
壺
回
也

（
途
料
十
二
錢
）
申
込
先
は

大
阪
市
北
匡
中
ノ
島
大
阪
帝
大
山
岳
部
内

開
西
學
生
山
岳
聯
盟
事
務
所
小
林
義
郎
氏

宛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
ｏＫ
）

「
山
岳
服
装
近
代
色
」
菅
沼
逹
太
郎
氏
著

登
山

ｏ
ス
キ
ー
・
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ
の
服

装
と
用
具
の
教
科
書
と
解
繹
す
る
か
？
初

心
者
の
山
行
の
第

一
歩
に
封
す
る
注
意
を

書
い
た
も
の
で
も
あ
る
が
っ
服
装
と
用
具

に
特
別
に
開
心
を
持
つ
人
の
讀
む
本
と
思

ふ
。「登

山
服
装
の
今
昔
Ｌ
「
ゲ
ー
ト
ル
論
」
ｔ

「
ス
キ
ー
服
装
の
今
昔
」
等
に
獨
特
の
生
命

と
質
値
が
あ
る
。

大
村
書
店
　
一
八
〇
頁
　
四
六
版

八
〇
錢
　
六
月
四
日
曇
行

（
Ｙ
・Ｔ
）

「市
野
潮

・
大
河
原
」
新
版
地
固

南
ア
ル
プ
ス
の
自
峯
、
塵
見
方
面
の
地

名
、
地
形
に
は
驚
く
ほ
ど
憂
化
が
起
つ
て

ゐ
る
。
山
名
に
は
若
千
賛
成
出
来
難
い
黙

も
あ
る
が
、
此
修
正
版
の
強
行
は
何
し
ろ

喜
ば
し
い
。
大
催
昨
年
曇
行
の
登
山
固
「
白

根
近
傍
」
及
び

「赤
石
嶽
近
傍
」
を
基
と

し
た
も
の
で
、
更
に
修
正
の
筆
が
加
え
ら

れ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（角
田
）

山

の

沿

息

残
雪
の
守
門

五
月
二
十
欄
晴
．
二
分

（
北
魚
沼
上
條

村
）
よ
り
青
雲
を
経
て
山
項
袴
岳
に
登
る

正
午
八
十
五
度
ｔ
麓
１１
掬
の
芽
ほ
ぐ
れ
澤

々
に
は
雲
解
の
瀧
が
懸
つ
て
ゐ
る
、
眺
望

な
か
な
か
良
く
燃
か
ら
佐
渡
迄
見
え
た
り

案
内
人
荒
木
五
郎
君
の
屍
健
が
」
週
間
程

前
に
残
見
さ
れ
た
と
い
ふ
網
張
の
鞍
部
を

経
て
前
守
門

（
一
四
三
二
米
）
に
出
て
保

久
識
の
小
屋
を
経
て
栃
堀
に
下
る
。

一
昨
年
五
月
十
六
日
に
登
つ
た
時
に
は

青
雲
小
池
の
時
に
三
葉
ワ
ウ
レ
ン
が
ぼ
つ

ぼ
つ
嶼
い
て
ゐ
た
が
今
年
は
未
だ
雪
に
理
一

れ
て
ゐ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

頂
上
附
近
に
は
残
雲
含
ほ
二
米
突
位
、
一

去
る
二
月
新
潟
第
四
銀
行
員
七
名
が
避
難
一

せ
る
雪
穴
の
痕
が
土
俵
の
様
に
回
る
く
残
一

つ
て
居
つ
た
。
そ
こ
に
は
竹
の
輸
カ
ン
ジ
一

キ
が
片
足
と
ス
キ
ー
杖
の
折
れ
た
尖
端
と
一

が
遺
さ
れ
て
あ
つ
た
。
　
　
小
杉
源
吉

　
一
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新
緑
の
本
書
路
よ
り

五
月
二
十
四
日
中
央
線
小
淵
澤
に
て
駒

ケ
嶽
を
描
き
新
線
の
木
曾
路
に
入
り
鳥
居

峠
に
て
本
曾
駒
の
残
雲
や
ら
新
線
の
峠
路

等
数
紺
の
篤
生
豊
を
得
て
三
十

一
日
夜
掃

京
す
。
　
　
　
　
　
　
　
茨
木
猪
之
吉

立
山
よ
り
薬
師
―
槍
ス
キ
‥
行

五
月
十
二
日
藤
橋
泊
Ｄ
途
中
観
た
常
願

寺
川
の
新
線
美
し
く
鍬
崎
山
は
未
だ
冬
の

姿
で
あ
る
。
十
三
日
爾
陀
ケ
原
に
到
り
弘

法
小
屋
泊
、
雪
量
は
小
屋
附
近
に
て
約
十

尺
、
こ
の
日
ブ
ナ
小
屋
よ
リ
ス
キ
ー
を
穿

く
こ
と
を
得
た
り
。
十
四
日
天
狗
干
よ
り

室
堂
に
到
り
雄
山
へ
往
復
、
室
堂
附
近
の

積
雰
は
二
十
尺
以
上
も
あ
ら
ん
僅
か
屋
根

の

一
部
を
露
に
す
の
み
な
り
き
。
十
五
日
一

一
ノ
越
よ
り
龍
王
―
鬼
―
シ
ヽ
岳
―
ザ
ラ
一

峠
よ
り
五
色
小
屋
に
到
リ
ワ
シ
岳
往
復
主

原
の
雲
量
は
二
十
尺
以
上
に
て
素
晴
し
い
一

ゲ
レ
ン
デ
を
成
す
。
十
六
日
鳶
岳
―
越
中

澤
山
―
ス
ゴ
ウ
乗
越
小
屋
泊
、
十
七
日
薬

師
岳
―
太
郎
兵
術
平
―
上
ノ
岳
―
黒
部
五

郎
岳
に
到
り
同
所
小
屋
泊
、
薬
師
よ
り
大

郎
兵
衛
不
―
上
ノ
岳
に
か
け
て
は
特
に
愉

快
な
ス
キ
ー
を
愉
む
こ
と
が
出
来
た
。
十

八
日
三
俣
蓮
華
―
双
六
―
樅
澤
山
―
西
鎌

尾
根
―
槍
ケ
岳
―

一
ノ
俣
小
屋
泊
。
ス
キ

ー
は
槍
澤
小
屋
下
ま
で
使
用
出
来
た
が

一

ノ
俣
小
屋
附
近
は
最
早
雪
を
見
な

か

つ

た
。
十
九
日
上
高
地
―
澤
渡
―
、自
動
車
）

―
松
本
に
出
で
飾
京
。

此
行
連
日
快
晴
に
悪
ま
れ
っ　
一
日
の
滞

在
も
ぜ
す
面
白
い
旅
が
出
来
、
小
屋
生
活

も
是
に
愉
快
で
あ
つ
た
。　
一
行
は
芦
峡
寺

の
佐
伯
宗
作
、
大
野
川
の
薦
島
立
吉
と
小

生
の
三
名
。

五
月
二
十
四
日

（高
田
　
茂
）

壺
麗
花
蓮
港
よ
り

直
立
四
千
尺
の
素
晴
し
い
岩
壁
を
眺
め

て
来
ま
し
た
ｏ
タ
ロ
コ
蕃
は
目
下
國
立
公

園
運
動
で
活
気
を
暑
し
て
ゐ
ま
す
。
二
三

日
後
に
開
山
越
を
す
る
豫
定
で
す
。

六
月
五
日
　
　
　
　
沼
井
鐵
大
耶

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
ロ

古
く
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
と
し

て
知
ら
れ
て
ゐ
る
芦
安
村
大
曾
利
迄
最
近

甲
府
罪
か
ら
自
動
車
が
行
く
や
う
に
な
つ

た
。
鳳
凰
、
自
峰
方
面
へ
の
登
山
者
の
た

め
に
非
常
に
便
宜
を
典
へ
ら
れ
た
こ
と
を

欣
ぶ
。茨

木
氏
山
岳
書
個
展

五
月
十
四
日
よ
り
五
日
間
銀
座
の
川
島

甚
兵
術
東
京
店
階
上
に
於
て
茨
木
氏
の
個

展
が
あ
つ
た
。
水
彩
蓋
五
紺
、
油
給
四
〇

紺
、
過
去
七
、
八
年
間
に
至
る
氏
の
作
品

が

一
堂
に
出
陳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地

蔵
、
鳳
凰
、
甲
斐
駒
、
八
ケ
岳
等
を
主
題

と
ぜ
る
も
の
多
く
、
外
に
北
ア
ル
プ
ス
の

も
の
も
数
鮎
あ
つ
た
。
ほ
ん
と
う
に
山
を

知
る
人
に
よ
つ
て
豊
か
れ
た

一
枚

一
枚
の

結
が
、
私
逹
の
心
を
と
ら
え
、
眼
を
奪
つ

た
の
は
常
然
過
ぎ
る
事
で
あ
る
。
見
る
だ

け
で
も
よ
い
、
こ
の
マ
う
な
山
岳
綸
蓋
の

展
覧
含
が
毎
年

一
回
位
に
開
催
さ
れ
て
欲

し
い
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
（
Ｙ
ｏＴ
）

今
年
の

「
山
日
記
」

一
九
三
二
年
版
の
山
日
記
が
出
来
た
。

気
の
つ
い
た
こ
と
を

一
寸
書
い
て
お
く
。

イ
　
表
紙
は
濃
赤
色
の
レ
ザ
ー
ク
ロ
ー
ス

に
ク
リ
ー
ム
色
で
文
字
含
章
が
押
し
て
あ

る
。
中
々
氣
が
利
い
て
あ
る
ｃ

＜ロ
　
ロ
誌
欄
が
去
年
の
青
色
の
印
刷
か
ら

薄
嵐
色
に
と
興
つ
た
の
も
い
ゝ
０

ハ
　
住
所
欄
が
附
加
さ
れ
た
。

二
　
本
邦
山
岳
高
度
表
が
高
度
順
に
記
載

さ
れ
た
。
五
十
音
順
よ
り
は
や
つ
ば
し
こ

の
方
が
い
ゝ
。

ホ
　
峠
高
度
表
に
は
朝
鮮
蔓
潜
が
附
加
さ

れ
た
。
日
本
に
も
三
千
二
百
七
十
二
米
に

及
ぶ
高
い
峠
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
。

へ
　
外
國
の
峠
が
二
十
ケ
所
附
加
さ
れ
た

カ
ラ
コ
ラ
ム
・
パ
ス
五
六
九
六
米
が

一
番

高
い
。
峠
で
も
日
本
の
と
は
段
が
違
ふ
。

同
　
山
小
屋
の
数
は
四
百
七
十
、
去
年
の

よ
り
百
も
槍
し

，こ
。
随
分
多
い
も
の
だ
と

一
驚
を
喫
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

チ
　
山
案
内
組
合
百
二
十
、
之
も
年
々
の

調
査
で
盆
々
よ
く
な
つ
た
。

り
　
日
程
表
も
上
越
、
東
京
近
郊
が
新
た

に
記
載
さ
れ
、
奥
秩
父
な
ど
も
大
分
訂
正

さ
れ
た
や
う
で
あ
る
。

ヌ
　
全
國
に
散
在
す
る
登
山
国
礎
の
調
査

が
載
つ
た
。
之
は
中
々
面
白
い
。
よ
く
も

ま
あ
こ
ん
な
に
国
催
が
あ
る
も
の
だ
と
果

気
に
と
ら
れ
た
。

ル
　
螢
林
署
と
林
野
局
の
所
在
地
の
載
つ

た
の
は
邊
部
な
山
に
つ
い
て
照
含
な
ど
す

る
に
は
都
合
が
い
ゝ
と
思
ふ
。

我
田
引
水
に
陥
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な

い
が
そ
の
邊
は
平
に
御
容
赦
を
パ
Ｔ
ｏＦ
）

山
日
記
の
含
員
割
引
に
就
て

昨
年
通
り
山
日
記
の
含
員
割
引
を
致
し

ま
す
。

一
日
も
早
く
御
申
込
み
下
さ
る
様

會
員
諸
氏

へ
御
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。

定
傾

一
回
ゝ
途
料

一
部
六
錢

會
員
二
割
引
途
料
共
八
拾
六
錢

申
込
先
　
本
含
事
務
所
ス
は
固
書
室

備
考
　
振
替
東
京
四
八
二
九
番
を
御
利

用
願
ひ
ま
す
。
途
金
は
申
込
と
同
時
の
こ

と
。

第
二
十
五
回
小
集
會

六
月
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
清
水
谷
皆

香
園
に
於
て
、
渡
邊
理
事
司
會
の
下
に
開

催
左
記
講
演
が
あ
つ
た
。

△
前
穂
高
東
面
に
就
て
、
國
堕
研
二
郎
氏

國
壼
氏

（
帝
大
山
岳
部
員
）
は
松
本
高

校
出
身
の
関
係
上
此
方
面
に
足
跡
遍
く
、

昨
夏
遂
に
最
後
ま
で
取
残
さ
れ
て
ゐ
た
前

穂
高
岳
束
面
に
於
け
る
バ
ツ
ト
ン
ス
の
初

登
攀
に
成
功
さ
れ
た
こ
と
に
就
て
、
約

一

時
間
に
亘
て
講
演
越
ら
れ
た
。
同
氏
は
先

づ
涸
澤
側
よ
り
前
穂
高
北
尾
根
第
四
、
第

五
峰
の
鞍
部
を
鍮
え
て
奥
叉
白

谷

に
入

り
ｂ
中
ス
白
谷
に
あ
る
ス
白
池
に
根
擦
地

を
定
め
、
奥
ス
白
谷
を
中
心
と
し
て
数
日

間
を
目
指
ず
パ
ツ
ト
レ
ス
附
近
の
偵
察
に

費
し
、
豫
め
降
路
を
奥
ス
白
と
中
ス
白
間

に
派
出
し
て
ゐ
る
山
稜
上
に
定
め
、
奥
ス

白
谷
の
源
頭
を
攀
じ
て
遂
に
前
穂
高
頂
上

直
下
三
百
米
突
と
議
ぜ
ら
る
ヽ
バ
ッ
ト
レ

ス
の
初
登
攀
に
成
功
ぜ
ら
れ
た
め
ら
ま
し

を
、
見
事
な
篤
員
に
ス
ケ
ツ
チ
を
添
へ
て

語
ら
れ
た
。
合
最
後
に
松
本
高
校
の
パ
ー

テ
イ
は
、
今
年
二
月
奥
ス
白
谷
と
中
ス
白

谷
間
の
山
稜
を
経
て
、
前
穂
高
岳
に
登
頂

し
た
次
第
を
曇
表
越
ら
れ
た
事
は
．
末
含

者
の
興
味
を
そ

ゝ
る
こ
と
多
大
で
あ
つ

た
。
右
講
演
の
大
要
は
、
近
く

「山
岳
」

誌
上
に
破
表
ぜ
ら
る
ゝ
筈
で
あ
る
。

△
高
山
の
人
催
に
及
ず
影
響
に
就
て

渡
邊
　
漸
氏

渡
邊
氏
は
高
山
の
人
催
に
及
す
影
響
並

に
山
岳
病
に
就
て
、
過
去
数
十
年
間
に
於

け
る
欧
洲
ア
ル
プ
ス
、
コ
ー
カ
サ
ス
或
は

ア
ン
デ
ス
、
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
等
に
試
み
ら
れ

た
エ
ク
ス
ペ
デ
イ
シ
ヨ
ン
に
於
け
る
多
く

の
著
名
な
登
山
家
に
働
て
賞
瞼
越
ら
れ
た

文
献
を
基
礎
と
し
て
、
同
氏
の
専
門
と
さ

れ
る
讐
學
上
よ
り
、
約

一
時
間
申
に
亘
て

諄
諄
と
説
か
れ
、
大
い
に
盆
す
る
所
が
あ

つ
た
。
何
れ
詳
細
は

「
山
岳
」
誌
上
ド
曇

表
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
海
末
日

本
人
に
依
て
も
大
き
な
エ
ク
ス
ペ
デ
イ
シ

ヨ
ン
が
計
蓋
さ
れ
や
う
と
す
る
機
運
に
向

つ
て
進
み
つ
ヽ
あ
る
こ
と
を
思
へ
ば
、
是

等
の
問
題
に
就
て
も
豫
め
検
討
し
て
置
く

事
は
、
央
し
て
早
過
ぎ
る
こ
と
で
は
無
い

と
思
ふ
。

常
日
は
近
頃
稀
ら
し
い
快
晴
で
、
山
ヘ

行
か
れ
た
人
も
多
か
つ
た
と
み
え
、
来
含

者
比
較
的
砂
く
、
會
員
二
十
七
名
、
含
員

外
四
名
で
あ
つ
た
。
　
　
　
　
（紳
谷
）
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「
山
岳
」
合
本
田
ケ
ロ
ス

ー
　
上
質
バ
ツ
ク
ラ
ム
（
灰
青
色
）

２
　
背
、
山
岳
第
何
年
、
西
暦
を
押
ず
。

３
　
ヒ
ラ
は
画
面
に
含
章
を
押
ず
ｃ

４
　
前
後
見
返
し
茨
木
蓋
伯
筆
。

５
　
一
年
分
合
本
用
ケ
ー
ス
の
み
を
所
用

の
場
合
。
五
十
錢
（途
料
本
含
負
措
）

６
　
雑
誌
を
本
含
へ
途
付
さ
れ
製
本
し
て

返
途
す
る
場
合
。
ケ
ー
ス
・
製
本
料
共

一
回

（
返
途
料
本
含
負
措
）

７
　
申
込
及
び

「山
岳
」
途
付
先
は
芝
ほ

琴
干
町

一
・
不
二
屋
ビ
ル
日
本
山
岳
含

８
　
途
金
は
振
替
ス
は
小
角
替
或
は
郵
券

（
二
錢
切
手
）
代
用
に
願
ひ
ま
す
。

固
　
書
　
係

倉
報
細
込
用
表
紙
（
カ
ツ
ト
参
照
）

１
　
ヒ
ラ
は
濃
緑
色
レ
ザ
１
０
含
章
押
捺

２
　
背
は
濃
紺
色
ク
ロ
ー
ス
。

３
　
申
込
は
芝
匡
琴
不
町

一
不
二
屋
ビ
ル

４
　
代
金
は
四
十
錢
（
途
料
本
含
負
担
）

含
　
報
　
係

特
製
繕
葉
書
頒
賣
の
お
知
ら
せ

先
日
含
員
諸
氏
の
お
手
許
に
お
届
け
し

ま
し
た

「
山
岳
」
第
二
十
七
年
第

一
琥
の

扉
檜

（き
ぬ
が
さ
草

・
同
案
）
は
ｂ
本
含

會
員
に
し
て
帝
國
美
術
院
審
査
員
た
る
石

崎
光
瑞
氏
の
揮
墓
を
煩
は
し
た
も
の
を
斯

界
に
定
評
あ
る
高
見
澤
木
版
製
作
所
に
於

て
製
版
印
刷
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
び
こ
の
扉
給
を
そ
の
よ
ゝ
別
漉
日
本
紙

の
檜
葉
書
に
作
ら
ぜ
賓
費
を
以
て
皆
様
に

お
頒
け
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
山
旅

の
た
よ
り
に
、
日
常
の
通
信
に
、
殊
に
海

外
へ
の
音
信
に
お
使
ひ
に
な
れ
ば
大
憂
喜

ば
れ
る
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。
印
刷
枚
数
五

百
枚
の
蓋
き
な
い
内
に
お
購
め
下
さ
る
や

う
お
勘
め
申
上
げ
ま
す
ｏ

一
枚
五
錢

固
書
基
金
に
就
て
の
お
願
ひ

本
會
の
日
書
基
金
が
昨
年
度
に
於
て
四

十
五
名
五
十
九
日
の
御
申
込
を
得
ま
し
た

こ
と
に
本
含
特
に
固
書
係
の
深
く
感
謝
す

る
所
で
あ
り
ま
す
。

右
の
固
書
基
金
を
以
て
砂
か
ら
ぬ
和
洋

山
岳
固
書
を
購
入
し
、
各
國
山
岳
會
誌
及

び
本
邦
登
山
国
催
の
含
報
を
合
本
整
理
ず

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

然
Ｌ
な
が
ら
固
書
室
の
内
容
を
充
賓
ぜ

し
む
る
に
は
ま
だ
ノ
ヽ
多
く
の
費
用
と
時

間
と
労
力
と
を
必
要
と
し
ま
す
。
本
會
の

固
書
室
を
砂
く
と
も
本
邦
に
於
い
て
最
も

完
備
せ
る
山
岳
固
書
館
た
ら
し
な
る
た
め

此
の
上
と
も
含
員
諸
氏
の
御
後
援
を
お
願

ひ
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

従
来
固
書
基
金
の
御
出
捕
を
願
つ
て
ゐ

ま
し
た
方
々
へ
は
別
に
書
状
を
差
上
げ
る

こ
と
に
致
Ｌ
ま
す
が
、
こ
の
會
報
上
を
以

て
台
篤
志
の
含
員
諸
氏
に
固
書
基
金
の
御

檬
出
を
お
願
ひ
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
七
年
二
月
　
　
　
固
　
圭
日　
係

（
松
方
・伊
藤
）

迫
而
御
申
込
の
形
式
は
左
の
通
り
で
あ

り

ま
す
。

日
本
山
岳
含
固
書
基
金
申
込
書

一
、
昭
和
七
年
度
固
書
基
金
何
口
何
回
乳

（
但
し

一
日
年
額
金
五
回
）

右
申
込
候
　
　
　
　
貴
　
　
　
名

日
本
山
岳
含
御
中

御
申
込
書
丈
け
を
先
き
に
頂
戴
し
て
後

日
御
排
込
み
下
さ
つ
て
も
結
構
で
御
座
い

ま
す
。編

輯

後

記

前
琥
の
曇
行
が
遅
れ
た
事
は
申
課
な
か

つ
た
、
そ
の
角
に
六
月
は
會
報
が
二
回
獲

行
さ
れ
た
事
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
ｏ
今
後

は
出
来
る
限
り
毎
月

一
回
の
曇
行
は
守
つ

て
行
き
度
い
。

本
琥
に
小
島
さ
ん
の
玉
稿
を
い
すこ
ゞ
い

た
事
は
編
輯
者
の
大
き
な
欣
び
で
あ
る
ｏ

原
稿
の
不
足
が
最
も
曇
行
に
支
障
を
起
す

原
因
で
あ
る
。
随
筆
、
研
究
、
清
息
或
１１

編
輯
に
開
す
る
注
文
を
ど
ノ
ヽ
し
途
ら
れ

ん
事
を
切
望
す
る
。

今
年
の
山
日
記
は
印
刷
上
の
手
違
ひ
な

ど
で
大
量
曇
行
が
遅
れ
て
し
ま
つ
た
。

一

人
で
も
多
く
の
含
員
が
新
装
の
山
日
記
を

ル
ツ
ク
に
入
れ
て
夏
山
に
行
か
れ
る
事
を

御
願
ひ
す
る
。
　
　
　
　
　
（
角
田
）

會
員
章
を
つ
け
て
下
さ
い

山
に
登
ら
れ
る
時

小
集
合
に
出
席
さ
れ
る
時

集
含
室
固
書
室
に
来
室
さ
れ
る
時

會
員
章
を
つ
け
て
下
さ
い

昭
和
七
年
六
月
ニ
ト
四
日
印
刷

昭
和
七
年
六
月
二
十
五
日
発
行

雌
腑
瞬
用
　
角
田

吉
夫

東
京
市
芝
肛
琴
不
町

一

不
二
屋
ビ
ル

発

行

所

　

日

本

山

岳

會

會
報
編
輯
所

(所刷印壁明開)

ル
ツ
ク
ザ

ツ
ク

登
　
山
　
且
（
に

片

桐

へ
！

キ

ス
リ

ン
ク
型

ス
　
キ
　
ー
　
型

ス
キ

ー

用

小
型

ウ
イ
ン
ト
ヤ
ツ
ケ

羽
根
入
シ
ユ
ラ
ー
フ
ザ
ツ
ク

シ
　
　
ー
　
　
ル

ダ

ー

ム

シ
ー
ル

円

　

　

　

　

　

　

　

　

円

七
ｏ五
〇
―

一
〇
・○
○

八
・五
〇
―
―

一
二
ｃＯ
Ｏ

二
・五
〇
―
―
　
一千
五
〇

五
・○
○

二
四
ｏＯ
Ｏ

二
・五
〇
―

　
六
・○
○

七
・〇
〇

▲
ス
ウ
イ
ス
か
ら
ビ
ツ
ケ
ル
・
ザ
イ
ル
・
シ
ユ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ

ン
入
荷
致
し
ま
し
た
ｏ

▲
何
卒
御
用
命
下
さ
い
。

片
桐
テ
ン
ト
登
山
具
店

紳
田
匠
今
川
小
路
ニ
ノ
四

（
今
川
小
路
電
車
停
留
所
前
）
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一
九
三
二
年
版

日
本
山
岳
會
編

（増
刷
出
来
）

△
腱
裁
　
菊
牛
裁
三
九
二
頁

海
老
茶
レ
ザ
ー
ク
ロ
ー
ス

装
　
鳥
員
八
葉

△
定
便
　
登
園
　
途
料
六
錢

△
部
敷
　
本
年
度
嚢
行
部
敷
僅
少
に

付
至
急
御
購
入
を
乞
ふ

山
岳
富
員
繕
葉
書

武
田
久
吉
博
士
撮
影

第
二
輯
　
雲
の
尾
瀬

武
田
久
吉
博
士
撮
影

第
二
輯

春
の
自
馬

賦
剛
畝
焙
撮
影

第
四
輯
　
上
越
國
境
　
一

七
月
初
旬
崇

錐

一針
罐

訓
一醗

東
京
市
神
田
匠

あ

づ
さ梓
北
甲
賀
町
四
番
地

書

房

電

話
紳

田

二
七
七
五
番

振
替
東
京
七
八
六
四
四
番

リ
ユ
ツ
ク
サ
ッ
ク

針

　

葉

　

樹

‘

一
琥
篤
員
快

甲
南

高

等

學

校

山
岳
部
報
告

三
高
山
岳
部
報
告

ベ
ル
グ

ｏ
ハ
イ
ル

山

岳

資

料

ネ
ー

ベ
ル
メ
ー
ヤ

山

と

ス

キ

ー

山

と

渓

谷

山
　
　
　
　
岳

Ｘ

高

山

深

谷

日

本

ア
ル
プ
ス

大

雪

山

賛

」
！
Ｊ Ｉ

‐
‐

難

離

日
本
風

景
新
論

槍
が
嶽

乃
美
観

赫
獅
山
脈
縦
横
記

日
本
ア
ル
プ
ス
縦

断
　
　
　
　
記

わ 登 山

ら 高

じ 行 想

ヤ 扇 山 山 不日と日千 日 世山 日

頭 水 水  本奔舎山本 1の 本

無  二山川ア 山_里 し常の表
小 蓋 美笙 水 隼

萬
嶽2書づ喜山経

マ 景 蔵 論版山論 ス岳 志8易 くじ水有

自

一
琥
拘

至
六
琥
街

自

一
琥
ヱ刊

至
五
琥
奇

自

一
琥
」刊

至
三
琥
義

自

一
跛
詢

至
四
琥
詢

自

一
蹴
前

至
三
琥
詢

〓

二
琥

五
ら
六
琥

x至 自至 自至 自

村

鳥

嶺
」
野ヽ

田

曙

山
ョ
′環

泉

秀

雄
著

伊

藤

銀

月
著

丸
山
、高
嶋
、
野
本
共
著

原

口
　
一早

一
戸
、
河
東
、
長
谷
川
共
著

水

彩
篤

生
旅
行

篤
　山表
腰汚穂

志

賀

重

昂
著

鹿
子
木
員
信
著

武

田
久

吉
著

大
下
藤
次
郎
著

高

島

北

海
著

Ｘ
　
　
　
　
　
　
×

大
田
方
順
三
調
査

加
藤
鏡
之
助
調
査

加

藤

武

夫
調
査

大

湯

正

雄
調
査

干

林
　
武
調
査

斎

藤
　
譲
調
査

佐
川
榮
次
郎
調
査

山

崎

直

方
調
査

田
中
針
秀
三
調
査

小前志 ″ ″ ″ ″

早
大
山
岳
部
報
　
　
一千
８

商
大
山
岳
部
報
　
　
一千
８

法
政
山
岳
部
報
　
　
　
千
８

一牌
應
催
育
含
山
岳
部
Ｉ
李
８

松
高
山
岳
部
報
　
　
　
千
８

二
・〇
〇

二
・〇〇

動
た
醐
揃
　
日
本
山
岳
會
編

全
四
肝
　
小
島
烏
水
著

河
東
碧
梧
桐
著

別
所
梅
之
助
著

全
二
肝
　
志
賀
重
昂
著

高

頭
　
式
著

志

村

鳥

嶺
著

静
岡
縣
蘭
契
倉

小

島

烏

水
著

山
岳
関
係
国
書
販
賣
目
録

（二
）

二
八
・〇
〇

一八
・〇
〇

一・八
〇

四
・
〇
〇

二
・〇
〇

・五
〇

一
・五
〇

一
・八
〇

．千
８

三
・〇
〇

二
・〇
〇

一
ｏ五
〇

一・
〇
〇

二
・〇
〇

五
琥

四
高
山
岳
部
報
　
　
一千
８

一琥
快
　
開
東
山
岳
會

一千
８

山
岳
部
報
　
　
　
　
一生
〇

山
岳
部
編

二？
８

山
と
渓
谷
祗
編

　

　

四
・８

山
岳
會
編

吾
ｏ８

X

X

究北質八査荒査赤地箱査二調山北調硫質森  日飛と日山雪′ヽス山口山日槍尾山山山楠上高  富 富

繁

阜貫ネ

贅

I贅{][斐 i曇鵞言]剰 Xl]奏
9レ:;:〔雰

':li言

行
I高‖

x:菫
湖 彙 質 質文火 質 地岳 地 傷  巡  フ・

がプ
′ロ プ 大登愁 隧

研 地 調 調 山 調 質火 質 地  濃川 ス輩スド記服ス生観り沼谷想記誌地究  景 内

ヒ

　

マ

ア
　
ル

高

　
山

」ｌ

ｋ

ｒ

詢
割
河

濃

の
花

ベ ラ ■
植ンヤ締
物 行 行 澤

北岡 流 ″藤″辻三千柳冠藤武田大田南矢河 ×

暑篤暑 変 霧奮憂目笑兌尻警量量1塁露
助千 鴛  三 助嶺男男郎三吉治吉郎岳郎蔵
著著 秋  著 著著著著著著著者著著會著著 x

:口             」鱗1
共
著

X

田
中

貢

一
著

志

賀

重

昂
編

野

中
　
至
著

川

井

運

吉
上
日ヽ

渡
邊
新
三
耶
メ
湘

×

二
・〇
〇

一・〇
〇

三
・五
〇

千
舌

三
・〇
〇

二
・五
〇

〓
ｏ五
〇

〓
ｏ五
〇

二
・五
〇

・四
〇

二
・〇
〇

三
・〇
〇

・八
〇

一「
ｏ
ｏ

一・七
〇

一・五
〇

二
・〇〇

一・二
〇

一・五
〇

△賣切の際は暫く御猶豫願ひますれば御間に合せ致します。   △夏季登山シーズンが参りました。現在刊行山岳書は全部取

△営記載品の外に山岳書lt多 数持ち合せて居りますから陸績   揃へて居ります。

御註文の榮を賜ります。                  △一般古書御排下の際は是非巖松堂へ御用命下さい。

東 京 市 市中田 E中 猿 業 町

巖 松 堂 書 店 古 典 部
電 話 九 段

振 替 東 京
長

番

番

番

五

七

六

三

二

五

一

一
五

四

四

六
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三
十
部
限
定
の
特
製
本

，
署菊
劉
訓
鮫
野
ｒ
憎
鑑

途

料

三

十

三
鎮

四
六
剣
線
頁
四
三
〇
頁

　

篤
員
三
十
力
葉

定

債

二
回

七
十
錢

　

途
料
二
十
二
錢

兌  震

E田紳市京東

四町賀 甲北

房 書 曜

話 電
番五七七二田粛申

替 振
番四四六八七京東

前大明菫河駿

氷

河
と

高
年
雪
の山

小

島
鳥

水
著

本
書
は
米
国
太
干
洋
岸
に
於
け
る
も
氷
河

と
高
年
彗
を
主
と
す
る
登
山
記
録
ｂ
及
び
不

二
「日
本
ア
ル
プ
ス
と
の
封
照
考
察
で
あ
る
。

著
者
は
山
の
水
河
を
愛
す
る
こ
と
ｂ
山
岳
の

他
の
如
何
な
る
部
分
に
も
勝
る
と
共
に
ｂ
祀

國
の
富
士
や
日
本
ア
ル
プ
ス
を
愛
す
る
黙
に

於
て
も
熱
情
的
で
あ
る
が
故
に
本
篇
に
於
け

る
水
河
と
高
年
雪
の
考
察
記
録
は
、
著
者
の

親
し
く
踏
査
登
攀
し
た
米
国
の
高
山
大
岳
か

ら
ｂ
爛
々
た
る
白
光
を
遥
か
に
不
二
と
日
本

ア
ル
プ
ス
に
投
射
し
て
居
る
。

著
者
が
日
本
山
岳
界
に
於
け
る
地
位
業
績

に
つ
い
て
は
書
房
の
敢
へ
て
収
々
を
要
せ
ぎ

る
所
而
も
本
書
は
著
者
婦
朝
後
に
於
け
る
山

岳
に
開
す
る
第

一
著
で
あ
る
。
岳
友
諸
兄
の

御
絡
讀
を
翼
ふ
所
以
で
あ
る
。

米
国
の

「
山
岳
水
河
」

―
富
士
火
山
帯
及
日
本
ア
，レ
テ

ス
と
の
比
較

地
形
―

生
き
た
水
河
の
残
見

異
郷
に
見
る
富
士
の
影
―
シ
ャ
ス
タ
火
山

典
型
的
な
ア
ル
プ
ス
式
水
河

キ
ヤ
ス
ケ
ー
ド
火
山
水
河
の
特
徴

山
上
の
幻
覺

シ
エ
ラ
山
と
日
本
ア
ル
プ
ス

水
河
地
形
分
布
の
比
較

ョ
セ
ミ
テ
映
谷
と
上
高
地

要

人
と
水
の
シ
ヤ
ス
タ
山

フ
ツ
ド
登
山

ベ
ヱ
カ
ア
山
の
水
河
登
攀

シ
ユ
ク
サ
ン
氷
河
へ
墜
死
し
た
古
谷
久
三
君

山
と
氷
河
の
吉
本
を
漁
る

水
蝕
の
ロ
ツ
キ
イ
山

日
本
ア
ル
プ
ス
縦
横

日
本
ア
ル
プ
ス
の
名
総

日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
小
史

外
側
か
ら
見
た
日
本
ア
ル
プ
ス

槍
ケ
岳
の
昔
話

―
志
智
矧
川
と
ウ
ヱ
ス
ト
ン
ー

日
本
ア
ル
プ
ス
風
景

日
本
ア
ル
プ
ス
國
立
公
園
の
カ
ア
ル
帯

の
小
残
見
―

日
」
「日萬彗堆氷萬地↑

本年蝕  年殻 〔́
の雪力 河雲の■
猥のア  の證4
想流ル石湖造券う
氷動   ら111導
河   U残 触
期    学す編

谷水彰
河箕
の F田

文
字

目

菅
沼
達
太
郎
著

黒

田

初

子
著

山

岳

服

装

近

代

色

螢

行

所

蹴一計

処

斌鴇
訓

大

村

書

店

菅
沼
逹
太
郎
著

東
京
近
郊
の
山
と
漢

難曜
細
鎌
鐵

角
田
吉
夫
著

上

　

越

　

國

　

境
　
難
婚
細罐
鐵

田
部
重
治
著

峠

高

　

原
　
難
唱
鯛
ざ
齢

ヾ
」

新
Ｌ
き
日
本
の
登
山
界
の
要
求
を
充
た
さ
ん
と
す
る
新
し
き
登
山
術
書
で
あ
る
。
先
づ
登
出
の
精
神

・と
各
種
の
山
行
に
應
す
る
準
備
を
逃
べ
、
登
山
の
第

一
豫
備
知
識
と
も
云
ふ
べ
き
地
固
の
讀
み
方
に

就
て
は
数
種
の
篤
員
と
地
固
と
を
封
照
し
て
具
催
的
に
説
明
し
ゝ
現
代
の
気
象
學
と
山
間
の
住
民
の

所
言
を
併
用
し
て
山
の
天
候
と
そ
の
豫
知
法
を
示
す
。
水
な
き
日
本
の
登
山
の
最
高
技
術
な
る
岩
攀

り
術
は
、
ま
た
本
書
の
重
心
で
あ
る
が
、
登
山
家
の
聖
書
と
云
は
る
ゝ
ヤ
ン
グ
の
『
マ
ウ
ン
テ
ン
３
ク

ラ
フ
ト
』
に
擦
り
。
原
書
に
な
き
多
数
の
固
解
を
挿
入
し
て
バ
ラ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
精
粋
を
博

ふ
ｏ
雲
漢
滑
降
の
快
を
満
喫
越
Ｌ
む
る
グ
リ
セ
ー
ド
の
各
種
テ
ク
ンゴ
ツ
ク
、
澤
博
ひ
、
そ
の
徒
渉
、

蒙
く
ぐ
り
等
に
就
て
も
説
か
れ
て
居
る
。
山
の
危
難
に
就
て
は

一
々
貴
例
を
撃
げ
て
注
意
を
促
し
、

最
後
に
山
の
再
現
と
し
て
の
篤
具
術
と
篤
生
法
を
述
べ
て
あ
る
。

磯六

月
~下

賣旬

山
に
行
か
う
と
す
る
時
、
最
初
の
問
題
は
何
を
着
、
何
を
穿
き
ち何
々
を
持
つ
べ
き
か
等
々
で
あ
る
。

山
行
を
重
れ
る
毎
に
新
に
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
の
も
亦
こ
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
山
行
の
快
適
に
っ

時
と
し
て
は
計
蓋
の
成
否
、生
命
に
も
開
す
る
か
ら
。
本
書
は
山
に
ス
キ
ー
に
多
年
の
経
験
を
有
し
、

自
ら
服
装

マ
ニ
ヤ
、
道
具

マ
こ
ヤ
を
以
て
任
す
る
著
者
が
、
氏

一
流
の
快
文
と
八
十
餘
個
の
挿
菫
を

以
て
、
登
山
・
ス
キ
ー
・
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ
の
服
装
と
川
具
を
詳
細
に
語
れ
る
も
の
。
そ
の
憂
遷
史
で
あ

り
、
近
代
色
で
あ
り
、
叉
研
究
で
あ
る
。
従
来
殆
ど
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
婦
人
の
服
装
に
就
て
も
詳

逃
さ
れ
て
居
る
。
山
に
行
く
前
に
、
運
動
具
店
に
行
く
前
に
も
先
づ
本
書
の

一
讀
を
奨
む
。
そ
れ
等

は
ス
、
山
仲
間
の
望
ま
し
い
常
識
で
あ
り
、
蓋
き
の
話
題
で
も
あ
る
。
山
の
用
品
を
商
ふ
人

々
に
も

参
考
に
供
さ
れ
た
い
。
讀
物
と
し
て
の
興
味
亦
滞
鮎
。

拾
錢錢

途定

料債

:拾八

数
々
の
普
通
の
山
登
り
は
も
と
よ
り
Ｄ
岩
攀
り
に
、
ス
キ
ー
登
山
に
、
男
子
の
難
し
と
す
る
所
の
多

く
を
成
Ｌ
遂
げ
た
女
流
登
山
家
の
第

一
人
者
が
、
特
に
女
性
の
た
め
に
書
い
た
最
初
の
山
岳
書
。
婦

人
に
向
く
登
山
や
ス
キ
ー
行
の
計
蓋
を
多
数
の
賞
例
を
拳
げ
て
示
し
、
服
装
・用
具
・携
帯
品
等
山
や

ス
キ
ー
ヘ
の
仕
度
や
案
内
人
の
事
な
ど
を
説
き
、
登
行
中
の
色
々
の
注
意
を
典
へ
、
婦
つ
て
か
ら
の

後
始
末
ま
で
述
べ
て
あ
り
ま
す
。
線
て
十
年
の
経
験
を
基
と
し
た
も
の
で
、
女
性
の
先
輩
の
み
が
知

る
、
従
つ
て
婦
人
の
最
も
知
り
た
い
事
が
数
多
く
含
ま
れ
て
居
ま
す
。
他
に
十
八
篇
の
興
味
深
い
随

筆
と
紀
行
が
政
め
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
等
は
未
経
験
者
に
は
山
や
ス
キ
ー
の
美
く
Ｌ
さ
壮
厳
さ
果

し
さ
を
教
へ
、
経
験
あ
る
人
に
は
感
激
を
新
に
す
る
で
せ
う
。
山
を
想
ふ
婦
人
は
讀
ん
で
下
さ
い
。

山
を
愛
す
る
男
性
も
、
姉
妹
に
、
夫
人
に
、
女
友
逹
に
薦
め
て
下
さ
い
。

婦
人

の
山

ご
ス
キ
ー

定

賀

八
拾
錢

途

料

拾

錢

マ

ウ
′

・ノ

Ｌ
Ｆ

日
本
ア
ル

シ

フ

不

ヴ
ア

プ

ス

谷
の
水
蝕
地
形

黒

田

正
夫
著

登
　
山
　
術

（夏
山
）
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輯
同
人ノ‐

「鈴森

4む

「
1  . 」ムH木

原
勝  勇

彦 勇 八

渡 小

邊 島

公 六

干 郎

編

主

要

記

事

第

】
競
。
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
（書
上
喜
太
郎
）
テ
イ
ロ
ー
ル
紀
行

（
シ
ユ
ネ
ー
ハ
ー
む
）
登
山
綱
の
使
用
に
関
す
る

ヒ
ン
ト

（藤
木
九
二
）
ス
キ
ー
登
山
家
の
員
正
な
る
ス
キ
ー
術
獲
得

の
角
に
（高
橋
次
郎
）

第
二
競
。
山
と
人
生
（
チ
ン
メ
ル
マ
ン
）
老
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の

夢
〔高
野
鷹
蔵
）
ソ
イ
グ
モ
ン
デ
イ
小
博
（小
出
博
）
カ
メ
ン

ト
峰
の
登
高
史
（
藤
木
九
二
）

第
〓
競
。
山
と
漂
泊

（伊
藤
秀
五
郎
）
街
の
登
山
者
は
語
る

（
高
橋
文
太
郎
）
名
登
山
家
の
片
鱗
若
き
マ
ロ
リ
ー
（
小
出

博
）
私
の
冬
山
単
獨
行
（
加
藤
文
太
郎
）

第
四
競
。
明
日
の
登
山
の
角
に
（水
野
詳
太
郎
）
播
隆
院
護
持

佛
の
薇
見
に
就
て
（笠
原
鳥
九
）
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
史
（
扁

田
雄
）
ジ
ヤ
ン
グ
ル
ム
飛
騨
尾
根
（伊
藤
感
）

笛
五
競
。
（
秋
の
山
想
特
輯
）
ウ
エ
ス
ト
ン
の

「日
本
ア
ル
プ

ス
」
邦
詳
（
小
鳴
烏
水
）
登
山
意
識
の
把
持
に
つ
い
て
の

一

試
論
（辻
荘

一
）れ
葉
の
奥
秩
父
（
田
部
重
治
）古
典
ン
デ
ス

タ
ー
（榎
谷
徹
蔵
）

第
六
競
。
（
冬
山
と
ス
キ
ー
特
輯
）
ス
キ
ー
廻
韓
法
の
催
系
に

就
て
（水
野
詳
大
耶
）
冬
季
高
唆
山
脈
ス
キ
ー
登
山
（舟
田

二
郎
）
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
を
ア
ル
ベ
ル
ガ
に
訪
ふ
の
記
（
齋
藤

由
理
男
）
最
近
の
冬
山
と
ス
キ
ー
を
語
る
座
談
會
（
著
名
山

岳
家
七
氏
）

第
七
競
。
山
の
日
本
魂
（小
笠
原
勇
八
）
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
私

見
（
栗
田
直
蒻
）
第

Ｔ
二
次
雲
崩
の
非
定
型
的
残
生
の
間

題
（水
野
群
太
郎
）
ど
ん
な
戦
術
で
ヵ
メ
ツ
ト
に
登
つ
た
か

（
藤
田
信
道
）

第
八
競
。
（
春
の
上
越
特
輯
）
山
の

ヤ
ン
グ
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ヨ

ン
ρ小
笠
原
勇
八
）
山
岳
小
説
「謎
の
墜
死
」
（山
上
雷
鳥
）
ス

キ
ー
競
技
會
を
顧
み
て
（
小
川
勝
次
）
春
の
上
越
（
六
篇
）

紳

田

Ｅ

駿

河

墓

下

木

村

ビ

／

ア

ル

ビ

ニ

ズ

ム

泄

振
替
東
京
五
九
二
三
七
番

隔月偶敷月嚢行登 山 と ス キ ー

山
岳
の
歌

明
る
い
メ
ロ
デ
ー

華
麗
な
件
奏

甲
府
商
業
綾
彙

小
澤
義
正
作
詞

千
振
勘
二
作
曲

南
ア
ル
プ
ス
の
歌
一枚

日
本
山
岳
會
々
員

小
西
民
治
作
詩

三
條
　
昇
作
曲

北
ア
ル
プ
ス
の
歌
一枚

欧
手

松

江

三

郎

件

奏
　
太
陽
オ
‥
タ
ス
ト
ラ
‐

東
京
丸
の
内
衆
議
院
正
門
前

太
陽
蓄
雷
器
株
式
會
泄

振
替

東
京

四
九
五
二
番

基
、

懸
ひ

純
具

て

萬

○
お
買
・

ま

す二
錢
同
封
に
て
お
申

あ
り
た

し

碧

い

山
を

歌
　
手

絆

奏

吉

見
　
治

男

太
陽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

白
銀
の
峯

、
山
を
慕
ふ

の
山
岳
歌
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